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   ご
あ
い
さ
つ 

今
年
の
夏
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
猛

暑
で
し
た
。
夏
の
疲
れ
が
出
て
く
る
時

期
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
体
調
管
理

に
は
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

ま
た
今
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
人
の
活
躍
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
皆
が
目
標

を
も
っ
て
一
つ
に
ま
と
ま
る
と
大
い
に

力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
経
験
し
ま
し

た
。 北

播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
こ
の

10
月
で
開
院
３
周
年
を
迎
え
、
順
調
に

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
医
師
数
は
当
初

の
80
数
名
か
ら
130
名
を
超
え
る
ま
で

に
な
り
、
臨
床
研
修
医
の
数
も
年
ご
と

に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
初
期
に
一

部
開
設
で
き
な
か
っ
た
病
棟
も
今
は
フ

ル
オ
ー
プ
ン
し
、
こ
の
10
月
か
ら
は
脳 

 

 

 

卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
の
体
制
が
さ
ら
に

充
実
し
ま
す
。
入
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん

や
外
来
患
者
さ
ん
の
数
も
経
時
的
に
増

加
傾
向
を
示
し
、「
マ
グ
ネ
ッ
ト
ホ
ス
ピ

タ
ル
」
の
基
本
理
念
は
着
実
に
達
成
の

方
向
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。 過

去
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、

三
木
、
小
野
市
民
病
院
時
代
に
は
新
医

師
臨
床
研
修
制
度
の
影
響
で
医
師
不
足

と
な
り
、
診
療
科
の
縮
小
が
相
次
ぎ
、

病
院
経
営
が
危
機
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
困
難
の
な
か
、
経
営
改
善

と
医
療
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
三
木

市
と
小
野
市
が
話
し
合
い
を
行
い
、
大

英
断
を
も
っ
て
統
合
が
実
現
し
ま
し
た
。

そ
の
過
程
に
は
多
く
の
困
難
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
皆
が
目
標
を
も
っ
て

心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
成
し
遂
げ
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。 

最
近
は
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
地
震
、
台
風
等
の
自
然
災

害
が
日
本
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
「
想
定
外
」
や
「
予
期
で

き
な
か
っ
た
」
災
害
が
い
つ
こ
の
地
域

で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
病
院

と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
「
想
定
外
の
」

事
態
に
も
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
困
難
な
時
こ
そ
病
院 

 

  

ス
タ
ッ
フ
一
同
心
を
あ
わ
せ
て
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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泌
尿
器
科
と
は
、
後
腹
膜
臓
器
（
胃

や
腸
、
子
宮
、
卵
巣
な
ど
を
包
ん
だ
腹

膜
と
い
う
膜
の
後
ろ
に
あ
る
臓
器
、
す

な
わ
ち
副
腎
や
腎
臓
、
尿
管
、
膀
胱
、

尿
道
な
ど
の
尿
の
通
り
道
）
及
び
男
性

生
殖
器
（
前
立
腺
、
陰
茎
、
精
巣
な
ど
）

を
対
象
と
す
る
診
療
科
で
す
。 

泌
尿
器
科
の
扱
う
病
気
と
し
て
は
、

尿
路
（
腎
、
尿
管
、
膀
胱
、
尿
道
）
や

男
性
生
殖
器
の
が
ん
、
副
腎
腫
瘍
、
前

立
腺
肥
大
症
な
ど
の
良
性
腫
瘍
、
結
石
、

男
性
の
Ｅ
Ｄ
（
勃
起
機
能
不
全
）
、
尿

失
禁
や
夜
間
頻
尿
な
ど
の
排
尿
障
害
、

腎
盂
腎
炎
や
前
立
腺
炎
や
尿
道
炎
な

ど
の
感
染
症
、
等
々
で
す
。 

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
泌
尿

器
科
の
特
徴
と
し
て
、
北
播
磨
地
域
で

唯
一
複
数
の
泌
尿
器
科
常
勤
医
が
い

る
病
院
で
あ
り
、
ま
た
手
術
支
援
ロ
ボ

ッ
ト
（da

 V
inc

i

）
や
腹
腔
鏡
シ
ス
テ

ム
、
医
療
用
レ
ー
ザ
ー
装
置
、
尿
路
内

視
鏡
な
ど
、
最
先
端
の
医
療
設
備
が
整

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
為
、
同
地

域
で
唯
一
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
な
ど
泌
尿

器
科
の
先
端
的
な
手
術
療
法
、
複
数
の

診
療
科
と
連
携
し
た
拡
大
手
術
や
薬

物
療
法
（
抗
が
ん
剤
等
）
な
ど
が
行
え 

る
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ

の
中
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。 

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
は
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
で
あ
る
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
（da 

V
in

ci

）
を
用
い
た
腹
腔
鏡
手
術
で
す
。

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ

れ
、
１
９
９
９
年
か
ら
２
０
０
０
年
に

欧
米
で
医
療
機
器
と
し
て
の
使
用
が

認
可
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
２
０
０

９
年
よ
り
医
療
機
器
と
し
て
認
可
を

受
け
、
２
０
１
２
年
４
月
よ
り
、
前
立

腺
癌
に
対
す
る
手
術
に
保
険
医
療
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
院
に
は
２

０
１
５
年
３
月
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
兵
庫
県
内
で
ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入

さ
れ
て
い
る
病
院
（
13
施
設
）
の
中
で

は
最
北
に
位
置
し
て
い
ま
す
。 

ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
て
も
、
自
発
的
な

操
作
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

術
者
が
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
介
し
て
手
術

す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
鮮
明
な
画
像

で
よ
り
緻
密
な
手
術
が
で
き
る
特
徴

を
有
し
て
い
ま
す
（
図
１
）
。
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
は
、
サ
ー
ジ
ョ
ン
コ
ン
ソ
ー
ル
と

呼
ば
れ
る
操
作
部
（
図
２
の
Ａ
）
と
ペ

イ
シ
ェ
ン
ト
カ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
腹

腔
内
観
察
用
３
Ｄ
カ
メ
ラ
と
手
術
用

鉗
子
の
装
置
一
式
（
図
２
の
Ｂ
）
、
助

手
と
看
護
師
の
た
め
の
モ
ニ
タ
ー
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
シ
ス
テ
ム
が
収

納
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
カ
ー
ト
（
図
２
の
Ｃ
）

の
３
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。 

                           

～ドクターのリレー講座～    

『 泌 尿 器 科 の 紹 介 』 
先端医療センター長（ロボット手術部門） 

泌尿器科部長  田 中 一 志 

図１：ダヴィンチの術野映像と術者の操作部 

Ａ Ｂ 

図２：手術支援ロボットダヴィンチ Ａがサージョンコンソール， 
Ｂがペイシェントカート、Ｃがビジョンカート 

Ｃ 
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前
立
腺
癌
手
術
で
は
、 

腹
部
に
６
か
所
の
穴
を
あ 

け
、
そ
こ
か
ら
３
Ｄ
カ
メ 

ラ
と
手
術
用
鉗
子
を
挿
入 

し
、
サ
ー
ジ
ョ
ン
コ
ン
ソ 

ー
ル
に
座
っ
た
術
者
が
３ 

Ｄ
画
像
を
見
な
が
ら
手
術 

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

米
国
で
は
前
立
腺
癌
に
対 

す
る
手
術
で
は
２
０
０
８ 

年
末
に
80
％
以
上
（
２
０ 

１
２
年
末
に
は
90
％
以
上
） 

が
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
て 

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ 

ま
で
普
及
し
た
理
由
は
、 

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
ロ
ボ 

ッ
ト
手
術
は
出
血
量
を
極 

端
に
抑
え
、
術
後
の
疼
痛 

を
軽
減
し
、
機
能
温
存
の 

向
上
や
合
併
症
リ
ス
ク
を 

大
幅
に
回
避
で
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
リ
ッ
ト
が
評
価
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。
我
が
国
に
お
い
て
も
飛
躍
的

に
増
加
し
て
お
り
ま
す
（
図
３
）。 

ま
た
、
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
腎
癌

に
対
す
る
腎
部
分
切
除
術
が
前
立
腺

摘
除
術
に
次
い
で
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の

保
険
適
応
に
な
り
ま
し
た
。
腎
腫
瘍
の 

                     

み
を
摘
除
す
る
腎
部
分
切
除
術
は
全

摘
術
に
比
べ
、
技
術
的
に
は
数
段
難
し

い
手
術
で
す
。
従
来
の
腹
腔
鏡
手
術
で

は
、
操
作
性
の
問
題
か
ら
簡
単
な
腫
瘍

に
限
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
を
使
用
で
き
る
事
で
適
応
は
飛
躍

的
に
拡
大
し
、
い
ま
ま
で
で
あ
れ
ば
開

腹
手
術
で
行
っ
て
い
た
よ
う
な
比
較 

 

的
難
易
度
の
高
い
腫
瘍
に
対
し
て
も

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
る
事
で
低
侵
襲

で
の
腎
部
分
切
除
術
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
で
は
術

者
の
モ
ニ
タ
ー
に
内
視
鏡
の
術
野
だ

け
で
な
く
、
３
Ｄ
画
像
や
術
中
超
音
波

画
像
な
ど
も
映
し
出
す
事
が
で
き
ま

す
（
図
４
）
。
こ
の
た
め
、
術
者
は
、

よ
り
正
確
に
切
除
範
囲
を
確
認
し
な

が
ら
手
術
を
行
う
事
が
可
能
で
す
。 

当
院
で
は
２
０
１
５
年
３
月
に
１

例
目
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
根 

治
的
前
立
腺
摘
除
術
を
行 

っ
て
か
ら
２
０
１
６
年
９ 

月
15
日
現
在
で
62
名
の 

患
者
さ
ん
に
ロ
ボ
ッ
ト
支 

援
根
治
的
前
立
腺
摘
除
術 

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
。
現
在
ま
で
重
篤
な
合 

併
症
は
な
く
、
ま
た
手
術 

成
績
も
良
好
で
す
。
10
月 

か
ら
は
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
腎 

部
分
切
除
術
も
開
始
す
る 

予
定
で
す
。 

今
後
も
北
播
磨
地
域
の 

方
々
に
体
へ
の
負
担
の
少 

な
い
先
進
的
な
医
療
を
提 

供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん 

 

で
参
り
ま
す
。 

ま
た
、
現
在
外
来
受
診
さ
れ
る
患
者

さ
ん
が
多
く
な
り
、
比
較
的
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
、
患
者
さ

ん
お
よ
び
地
域
の
方
々
に
は
ご
迷
惑

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
医
療

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
紹
介
等
で
少

し
で
も
円
滑
な
外
来
診
療
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。 

                  

図３：日本におけるダヴィンチの台数（折れ線グラフ）と患者数（棒 
グラフ、一番下段が泌尿器科で患者数の大部分を占める） 

 
ダヴィンチ数 
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当
院
に
は
集
中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ 

：

In
te

n
s
iv

e
 C

a
re

 U
n

it

）
と
準
集
中

治
療
室
（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
：H

ig
h

 C
a
re

 U
n

it

）

が
あ
り
ま
す
。 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｈ
Ｃ
Ｕ
に
入
室
さ
れ
る
患

者
さ
ん
は
、
一
般
病
棟
と
は
違
い
、
呼

吸･
循
環･

代
謝
な
ど
生
命
を
維
持
し

て
い
く
上
で
重
要
な
機
能
が
、
疾
病
や

手
術
の
影
響
に
よ
り
一
時
的
に
不
安

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２４

時
間
、
生
体
情
報
モ
ニ
タ
ー
や
生
命
維

持
装
置
を
装
着
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

看
護
師
は
、
患
者
さ
ん
が
重
篤
な
状
態

に
陥
る
こ
と
を
回
避
す
る
と
共
に
、
患

者
さ
ん
を
生
活
者
と
し
て
捉
え
、
社
会

復
帰
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
人
工
呼
吸
器
を
装
着
さ
れ
て

い
る
患
者
さ
ん
は
声
を
発
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
自
分
の
思
い
や
辛

さ
を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
が
体
験
し
て
い 

 

      

る
状
況
を
理
解
し
、
思
い
を
く
み
と
っ

た
看
護
を
行
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
は
、

こ
う
し
た
患
者
さ
ん
の
状
態 

に
不
安
や
緊
張
を
感
じ
ら
れ 

て
い
る
た
め
丁
寧
に
説
明
を 

し
な
が
ら
、
ご
家
族
の
思
い 

に
も
寄
り
添
っ
た
看
護
が
必 

要
で
す
。 

集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師 

は
、 

こ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
や
ご 

家
族
の
状
況
を
理
解
し
、
担 

当
看
護
師
と
共
に
、
看
護
実 

践
を
行
い
、
患
者
さ
ん
の
早 

期
回
復
を
目
指
し
ま
す
。
そ 

し
て
、
要
望
や
必
要
に
応
じ 

て
看
護
ス
タ
ッ
フ
に
指
導
や 

助
言
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
病
院
内
で
人
工
呼 

 

吸
器
や
酸
素
を
使
用
し
て
い
る
患
者

さ
ん
に
対
し
、
多
職
種
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
２
回
／
週
の
回
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
回
診
を
行
う
こ
と
で
、
人
工

呼
吸
器
や
酸
素
療
法
が
安
全
か
つ
適

正
に
使
用
で
き
て
い
る
か
を
確
認
す

る
と
共
に
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
が
楽

に
呼
吸
が
で
き
、
一
日
も
早
く
人
工
呼

吸
器
や
酸
素
が
は
ず
れ
る
た
め
の
援

助
を
行
い
ま
す
。 

                

～認定看護師の活動リレー紹介～ 

集中ケア認定看護師の巻 

HCU 病棟 

副課長 都 弓 恵 

「
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
」
の
役
割

を
紹
介
し
ま
す
！ 

▲集中治療室（ＩＣＵ）の様子 

 

http://2.bp.blogspot.com/-xedIfswKFss/Ut0BUr4palI/AAAAAAAAdWg/EENjD3aEAaI/s800/icu_syuchuchiryoushitsu.png
http://3.bp.blogspot.com/-uDbbmVh8-4E/VYJca1wow7I/AAAAAAAAuYk/cL226VdZRag/s800/medical_tan_kyuuin.png
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病院は、本来最も衛生的な場所ですが、感染症の患者さんと感染症にかかりやすい患者さん

が同時に存在します。 

また、極めて汚染されやすく、患者さん側の抵抗力や環境、病原 

体など様々な要因が影響し全ての患者さんが感染症を保持しかつ罹 

患する危険性を併せ持つと考えられます。  

病院関連感染の防止に留意し、感染などの発生の際にはその原因 

の速やかな特定、制圧、終息を図ることが重要です。 

『感染対策委員会』 の活動を紹介します！ 

感染管理研修会の様子 

 

ＩＣＴリンクスタッフ会のメンバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成メンバーは、感染対策委員会の一部のメンバーをコアメンバーとし、各部署より１名ず

つ感染対策リンクスタッフとして参画しています。 

 毎週１回、病院の中を巡回し、現場の感染対策に問題がないかチェックをするのがコアメン

バーの役割で、ゴミの捨て方一つにも注意を払います。各部署の感染対策リンクスタッフは、

委員会での決定事項などの周知や職員一人一人の手洗い方法が正しく行われているのかなど、

実際の現場での感染対策に問題はないのかを見ています。 
 

 こうして職員が一丸となり、患者様に安心・安全の治療が提供できるよう努力しています。 

北播磨総合医療センターでは、上記のことを踏まえ感染対策委員会を設置しています。 

 委員会の構成は、病院長、診療部の代表、看護部の代表、中央検査室の管理者、薬剤室の

管理者、中央放射線室の代表、栄養管理室の代表、リハビリ室の代表、管理部の代表、その

他、病院長が必要と考える職員にて構成されています。 

 活動としては、感染対策に関する意思決定機関として毎月１回の会議を行い、感染対策に

関する事項を検討しています。 

 また、感染対策に関する情報収集と職員への周知、年 2回の感染管理 

研修会を全職員の必須研修として開催しています。 

 感染対策委員会の下部組織として、感染対策チーム(ＩＣＴ： 

Infection control team)も設置しています。 
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★病院探検ツアー 

【７階東病棟を紹介します】 

 

7 階東病棟は、消化器内科・外科の混合病棟です。主に消化器系の検査・手術・化学療法など

の治療を目的とした患者さんが入院されています。 

手術や検査後は、点滴やドレーン類などの多くのチューブが挿入されていますが、環境に配慮

し、安全に療養できるように努めています。また入院時から、不安なく治療を受けていただける

ように、多職種を交えたカンファレンスを実施し、情報共有しながら、患者さんやご家族の思い

に添った看護が実践できるように所属一丸となって取り組んでいます。 

主な取り組みを紹介します！ 

《リハビリカンファレンス》 

《継続看護カンファレンス》 

退院を見据えて、地域医療

連携室と調整し、早期退院

を目指しています。 

医師・看護師・リハビリ療法士・ソー

シャルワーカーとの多職種カンファレ

ンスを週 2 回実施し、手術前・後の患

者さんの情報を共有しています。 

《外科カンファレンス》 

《消化器カンファレンス》 

医師・リハビリ療法士と共にカンフ

ァレンスで検討し、手術後、早期離

床ができるように努めています。 

医師・看護師が治療方針・経過

について情報共有し、同じ目標

をもち取り組んでいます。 
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《外科回診》 《消化器内科総回診》 

医師・看護師・薬剤師・感染認定看護師で毎日

回診を行っています。創部・痛みの状態を観察し

感染防止に努め、早期治癒を目指しています。 

消化器内科佐貫部長による回診を週 1 回行っ

ています。患者さんは診察とともに治療経過につ

いてゆっくりと説明を受け、和やかな雰囲気とな

っています。 

安全に投与できる 

ように、細心の注意 

を払い準備をしてい 

ます。 

《化学療法》 

《ストーマ管理》 
 

大腸疾患で入院され、ストーマ（人工肛門）の造設を余儀なくされる患者さんに対して、術前には

看護師がストーマサイトマーキングを実施しています。患者さんが管理しやすい最も適した位置にス

トーマを造設し、術後の合併症を予防する目的があります。また、患者さんがストーマについてイメ

ージすることができ、術後にスムーズに受け入れられるように行う大切なケアです。 

スタッフが統一したケアが提供できるように毎年勉強会を開催し取り組んでいます。 

《新人看護師》 
共に学び成長し

ています。 

安全に、安心して過ごし

て頂けるよう環境整備に

力を入れています。 

《看護補助員》 

前列：新人看護師 
後列：プリセプター（新人看護師の教育・指導係） 
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このたび当院で新たに２人の認定看護師が 
誕生しましたので ご紹介いたします！ 

 

脳卒中は命に関わることもある重大な病気です。また、

厚生労働省による「寝たきり要因」第 1 位になっており、

麻痺などの障害が残ることが多いです。 

入院早期から患者さんやご家族の思いに沿いながら、

一人ひとりに合った看護を行うことで自分自身でできる

事がより多くなるように、入院生活全てをリハビリテー

ションの機会となるように支援していきたいと考えてい

ます。 

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師とは、脳卒

中患者さんやご家族に対して、多職種のスタッフと連携

をとりながら日常生活に必要なリハビリテーションを支

援することを専門的に学んだ看護師です。 

７階西病棟所属 長田美里 

また、脳卒中の治療やリハビリテーションに終わりは

なく、再発予防や家族支援など住み慣れた地域で少しで

も早く元の生活に戻れるように継続した支援が必要とな

ります。 

退院後も継続して患者さんやご家族の納得できる支援

が受けられるように、脳卒中地域連携パスを活用し、転

院後や生活をされる地域へと情報共有を行っていきま

す。 

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師 

感染管理認定看護師 

ＩＣＵ病棟 松本千明 感染管理認定看護師の活動について 

 感染は①病原微生物の存在【感染源】②微生物が生体

内に侵入するための道【侵入経路】③感染のしやすさ【感

受性宿主】が揃った時に成立しますので、このうちどれ

か１つを取り除くことが感染の予防には必要です。 

 様々な疑問や不安を少しでも取り除き、皆さまが安心できる病院を目指す

ため、院内感染予防対策を推進していきたいと考えています。 

 感染管理認定看護師は患者さんが安心して療養生活が送れるように、感染対策を実践・指導

し、相談を受ける役割があります。そして、感染管理の対象は患者さんだけではなく、病院に

来られるご家族や面会の方、病院で働く医療従事者、施設、環境などです。 

 私は今年度、感染管理認定看護師の資格を取得しました。学んだ知識を活かしながら、病院

の中をラウンドし、感染が拡大しないよう環境づくりに努めています。 

http://2.bp.blogspot.com/-2RvBSauaQCI/Ufj1Cj2vC8I/AAAAAAAAWks/KH2Qfs_LHZ8/s800/baikin_genki.png
http://2.bp.blogspot.com/-PBtWY2nO87E/VYJrxf349DI/AAAAAAAAuj8/H4qMMgwUz3c/s800/sick_kansensyou.png
http://4.bp.blogspot.com/-nunrFXJRg90/Ufj1CjzyVuI/AAAAAAAAWk0/vNpna3tGLfY/s800/baikin_komatta.png
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★★★ 大きくな～れ ★★★ 
～皆さんは北播磨総合医療センター第 1 号の 

赤ちゃんを覚えていらっしゃいますか？～ 

女性病棟 

 

 

当院で無事に第 1 号の出産を迎えられた安堵と喜びで、胸が熱くなったことを今でも昨日のことのよう

に思い出します。あれから、2 年半の歳月を経て 2016 年 9 月 14 日にその時のお母様が当院で出産を

されました。第 3 子となる 3380 グラムの元気な男児でした。 

「男の子だけど、優しい子どもに育って欲しいです。」と

いうお母様は、とてもお幸せそうでした。第 1 号の赤ちゃ

んは、今やわんぱくざかりの 2 歳の男の子にたくましく成

長されていました。現在リピーターの方々がどんどん出産

をされています。当院で生まれた子ども達が成長された姿

を見ることができるのは、私たちの大きな喜びです。 

「また、次のお産も是非ここで」と選んでいただける病棟

になるよう、これからもスタッフ一同頑張っていきます。 

 

病 院 フ ェ ス タ 

☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ 北播磨総合医療センター ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ 

と き：平成２８年１０月２３日（日）10:00～14:00 

ところ：北播磨総合医療センター(１階玄関・外来ホール) 

開催のお知らせ 

ステージ・講演 
 

10:00 オープニング 

10:30 鼓笛演奏(20 分) “みやま保育園”（小野市） 

11:30 軽音楽演奏(30 分)“院内音楽部他” 

12:40 健康講座(60 分) 

    演題：『予防 ～転ばぬ先の杖～』 

    講師：宅見 徹 副院長兼小児科総括部長 

イベントその② 10:00～14:00 
 

★35ｍ級先端屈折式はしご付消防車・救急車の展示 

 ～間近で見るチャンスです～ 

★エアーテントの展示 

 ～災害時に活躍するテントを紹介します～ 

★軽食コーナー 

 ～特別メニュー・お菓子詰め放題の提供～ 

イベントその① 10:00～14:00 

 

●手術室体験ツアー(最終受付 13：00) 

○院内見学ツアー(最終受付 12：00) 

●救急蘇生体験 

○健康チェック 

●健康相談 

○手洗い体験 

●白衣の試着体験(13:30 まで) 

○キッズファーマシー(子ども薬剤師体験) 

●キッズコーナー(10:30～13:30 無くなり次第終了) 

○ボランティアブース 

●防災啓発 

○モニターでの活動紹介 

今年も皆さんに
楽しんでいただ
ける催しを用意
してお待ちして
います！ 

 

http://2.bp.blogspot.com/-xZfYZQ1qOK0/UnIDGiDA-gI/AAAAAAAAZ1g/Iz1ZZZu2ii0/s800/akachan_okurumi.png
http://3.bp.blogspot.com/-diCnNa3D1E0/V1z9LoCBQHI/AAAAAAAA7Pw/5ADgzET0OWECYYViiPB4vLFjeQEzFH4FACLcB/s800/iryou_jujisya_jimu.png
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月 火 水 木 金

髙橋 西山 原 横野 門脇

荒井 安友

川瀬
（第１・３・５週）

大幡
（第１・３・５週）

木村
（第２・４週）

髙吉
（第２・４週）

山脇 平石
山脇

（再診のみ）
山田 吉田

田頭 中川 中川 田頭 平石

粟野
（10時～） 山田

中林
（予約のみ）

不整脈センター
外来
（吉田）

大橋 高見 粟野 石井

ペースメーカー外来
（第２・４週）

ペースメーカー外来
（第２・４週）
動脈硬化疾患

外来
（第２・４週）

スペシャルデバイス
外来（第３週）

大瀨 田中 佐貫 堀 吉江

堀 佐貫 田中 吉江 大瀨

阿部晶
平野

（肝臓外来）
佐々木 木下

新家 松本 金城 堂國

高月 松本 高月

新家 金城

午後 高月

石田
（第１・５週）

西
（第２週）
北村

（第３週）
藤井

（第４週）

午後 原

中川 安友 西山 西山 山田

原 向田 髙吉 勝二 中村

安友 荒井

川瀬 髙橋

木村

濵口 濵口
濵口

（再診のみ）
小田

（再診のみ）
髙田

小田

濵口 細見
濵口

（再診のみ）
小田

（再診のみ）
髙田

（再診のみ）

小田 担当医 ボトックス外来

髙田
（再診のみ）

神経生理外来

午前
大幡
（血液）

杉本
今村
（腫瘍）

南
（血液）

午後
杉本
（血液）

杉本

午前 三崎 井上 関節エコー外来 三崎

午後 三崎 井上 関節エコー外来

沢 岩谷 黒田 浦出 黒田

阿部（第1・3週）

小濱（第2・4週）

岡 岡

午前 森田 森田
森田
（初診）

森田
森田
（初診）

午後
ストーマケア相談

（第1週）

橋本 川上 瀧川 今泉

川上 今泉 橋本 小田 瀧川

寛島 担当医 担当医 担当医

午後
今泉

（スポーツ外来）
橋本

（脊椎外来）
川上

（スポーツ外来）

午前 髙田

外来診療日程表

診療科

内科、老年内科 午前
中川

岡本 腹膜透析外来

大橋

循環器内科

午前

午後

消化器内科 午前

呼吸器内科

木曜日の診察は

予約のみ

午前

腎臓内科

完全予約制

午前 石田 北村

糖尿病・内分泌内科

午前

午後

万井 村田

神経内科

完全予約制

午前

午後

血液腫瘍内科

リウマチ
・膠原病内科

ストーマ外来

整形外科

完全予約制

午前

予約のみ

呼吸器外科
完全予約制

外科、消化器外科 午前 御井 担当医

初診・再診

再診（予約）

予約のみ

初診

再診(予約のみ）

予約のみ

初診・再診

備考

初診・再診（予約）

予約のみ

予約のみ

予約のみ

初診の方の診察は内科・老年
内科にて対応いたします。
受付にてご確認ください。

予約のみ

予約のみ（初診紹介予約）

予約のみ

予約のみ（初診紹介予約）

予約のみ

月曜日：予約のみ

予約のみ

水・木曜日：予約のみ

再診

乳腺（予約のみ）

予約制（担当：皮膚排泄ケア認定看護師）

電話相談のみ（13：00～16：00）

予約のみ（初診紹介予約）

再診（予約のみ）

予約のみ

予約のみ

予約のみ

平成２８年１０月１日現在

外来受付時間は、初診：午前８時３０分～１１時３０分、
再診：午前８時～１１時３０分。診察開始時間は午前９時からです。
午後は予約のみの診察となります。

髙吉
（第１・３・５週）

荒井
（第２・４週）

※初診の際に必ず予約が必要な診療科
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月 火 水 木 金

午前
麻田

（予約のみ）
麻田 麻田 顔

麻田 麻田 麻田 顔

顔
（初診のみ）

午前 佐藤

午前 西井 西井 西井
中野

（受付10時まで）
中野

岡村 三宅 三宅 鵜山

三宅 鵜山 岡村 藤田

岡村 三宅 三宅 鵜山

三宅 鵜山 岡村

藤井 藤井 藤井
藤井

（第４週）

安田
安田

再診（9～11時）
安田 安田

北野
再診（9～11時）

北野 北野 北野

手術
学童外来（16時～）

レーザー外来 創傷外来 手術

レーザー外来
学童外来（16時～）

手術 創傷外来

学童外来
（16時～）

レーザー外来 創傷外来

藤井 宅見 坂口 藤井 宅見

松野下 竹中 山本 神戸大学 德田

発達初診(竹中）
（第２・４週）

循環器外来
（德田）
（第１週）

小児外科
（加古川/宅見）
（第２・４週）

内分泌
（宅見/山本）

心エコー（德田）
（第２・３・４・５週）

フォローⅠ
（松野下）

（第１・３・５週）

神経（藤井） 内分泌（宅見） アレルギーⅠ（竹中） 発達行動（竹中）

発達（奥村） 心身外来（山辺） フォローⅡ（坂口） 乳児検診（山本）

西崎 西崎（第1・3週）

鉄本
鉄本

（第２・４・５週）

松野 西崎 鉄本 金井

鉄本（レーザー） 硝子体注射 松野（初・再診）

硝子体注射
黄斑外来
（第３週）

角膜外来
（第４週）

角膜外来
（第４週）

検査・レーザー 検査・レーザー
斜視・弱視外来
（第1・３週）

検査・レーザー 検査・レーザー
コンタクト外来
（第２・４週）

池本 山本 池本

山本 交代医師 交代医師

交代医師 池本 山本

処置外来 処置外来 処置外来

免疫アレルギー
外来

免疫アレルギー
外来

午前 神戸大学 熊野 神戸大学 神戸大学

武市 田中 松本（初診のみ） （田中） 初診

松本 武市 （松本） 再診

武市 田中 武市 （田中）

（松本）

午前 冨田 宮本

午前 上薗 宮脇

竹内 竹内 竹内 竹内 竹内

石田 石田 石田 石田 石田

小手術外来 小手術外来 小手術外来 小手術外来

再診 再診 再診 再診

診療科

ペインクリニック内科
完全予約制

心臓血管外科
午後

産婦人科

脳神経外科

午前

午後

形成外科

完全予約制

午前

午後

小児科

午前

午後

腎・泌尿器外来
（松野下）

アレルギーⅡ
（坂口）

予防接種（德田）

眼科

午前

金井 松野 金井

午後

耳鼻咽喉・
頭頸部外科

午前

午後

皮膚科

泌尿器科

午前

午後

放射線診断科

放射線治療科

予約のみ

歯科口腔外科

午前

午後 各担当医（予約のみ）

金曜日は
11月以降
休診

精神科
もの忘れ外来
認知症看護外来
がん看護外来

感染対策相談外来
完全予約制

午前

午後

感染対策相談
外来

髙橋
（感染管理認定

看護師）

（9:00～16:00）

もの忘れ外来
見市

（9:00～16:00)

認知症看護外来

髙原
（認知症看護認定

看護師）

（9:00～16:00）

がん看護外来
高山

（がん看護専門
看護師）

（9:00～16:00）

精神科
東

（第１・２・３・４週）

予約のみ

第1～4水曜日はくつ外来併設
（予約のみ）

予約のみ

予約なし

備考

予約のみ

木曜日は初診・新患のみ

予約のみ

初診・再診

要予約

予約のみ

医事管理課作成

予約のみ

再診のみ

予約のみ（金曜日以外）

予約のみ

当面の間、予約のみ

予約のみ

予約のみ

予約のみ

午後は予約のみの診察となります。
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【
編 

集 

後 

記
】 

日
増
し
に
秋
も
深
ま
り
、
朝
夕

は
肌
寒
く
感
じ
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
夜
に
遠
く
で
聞
こ
え
る

太
鼓
の
音
は
、
近
づ
い
た
秋
祭
り

を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。 

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

も
三
歳
を
迎
え
、
順
調
に
成
長
し

て
き
ま
し
た
。
専
門
性
の
高
い
先

端
医
療
セ
ン
タ
ー
や
脳
卒
中
ケ

ア
ユ
ニ
ッ
ト
等
も
充
実
し
、
北
播

磨
の
地
域
医
療
を
支
え
る
病
院

に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。 

幸
い
に
も
、
熊
本
地
震
や
東

北
・
北
海
道
・
九
州
の
大
雨
の
よ

う
な
大
災
害
は
未
経
験
の
医
療

セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
想
定
外
の
大

災
害
に
も
地
域
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
ス
キ
ル
を
磨
き
、
毎
日
の

医
療
業
務
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
小
人
数
で
す
が
医
師
も
入

れ
替
わ
り
、
違
っ
た
風
が
吹
き
込

み
ま
す
の
で
、
新
た
な
気
持
ち
で

四
年
目
以
降
も
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

私
ご
と
で
す
が
、
今
年
度
末
で

定
年
を
迎
え
、
編
集
後
記
も
こ
れ

が
最
後
の
執
筆
と
な
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

中
央
放
射
線
室 

主
幹 

三 

輪 

幸 

男 

新しい先生を紹介します 

～「耳鼻咽喉・頭頸部外科」外来診察の制限についてのお知らせ～ 

平成 28年 10月から医師の異動に伴い、当面外来診察の一部を次のとおり制限いたします。 

○初診については、紹介状のある方のみの受診といたします。 

○再診についても、診察予約のある方のみの受診といたします。 

紹介状のない方、診察予約のない方につきましては、まずは地域の医療機関を受診していた

だき、必要に応じて、地域の医療機関からの紹介により、当院を受診してください。 

皆様には大変ご迷惑をお掛けしますが、何卒ご理解くださいますようお願いいたします。 

【退任のお知らせ】      ～お世話になりました～ 
９月３０日付けで、耳鼻咽喉・頭頸部外科 医員 寺 薗 貴 浩 医師が退任しました。 

同 日 付けで、形成外科 専攻医 平 井 優 樹 医師が退任しました。 
 

～「泌尿器科」金曜日の外来休診についてのお知らせ～ 

泌尿器科ではダヴィンチ（手術支援ロボット）手術の症例が大変多くなり、手術待ちの患者さ

んが増加したため、これまで金曜日の外来診察を隔週で臨時休診とし、手術対応してきました

平成 28年 11月から  

皆様には大変ご迷惑をお掛けしますが、何卒ご理解くださいますようお願いいたします。 

○外来診察は毎週月曜・火曜・木曜となります。（詳細は外来診察日程表でご確認ください） 

 

山
やま

 名
な

 順
じゅん

 子
こ

 医師の紹介（１０月１日付着任） 

内科、老年内科 主任医長 として 山名医師が着任しました 
<卒業年次> 平成 ８ 年 
<資 格 等> 日本内科学会認定内科医、日本消化器病学会消化器病専門医、 

日本人間ドック学会人間ドック健診専門医 他 

北
きた

 野
の

 豊
とよ

 明
あき

 医師の紹介（１０月１日付着任） 

形成外科 医員 として北野医師が着任しました 

<卒業年次> 平成 ２３ 年 

 

～「内科」→「総合内科」に名称変更のお知らせ～ 

当院では内科系の疾患は、まず、「内科」で診察し、病状に応じて、専門診療科に引き継ぐよう

にしています。その総合的な内科領域の診察を行っている「内科」をより明確にするため、診療

科名を「総合内科」に変更します。（変更日：平成 28 年 11月） 


